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代表質問（要旨）

議
員　

財
源
の
大
き
な
柱
で
あ
る
県

税
の
大
幅
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
、
人
口
減

少
社
会
に
お
い
て
も
県
が
大
き
く
飛

躍
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め

て
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

知
事　

県
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ

る
年
と
位
置
付
け
予
算
編
成
し
た
。

県
自
ら
は
約
二
十
年
ぶ
り
と
な
る
工

業
団
地
の
造
成
、
陸
上
養
殖
産
業
の

創
出
、
常
設
型
観
光
施
設
の
誘
致
促

進
な
ど
、
未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が

る
施
策
を
積
極
的
に
盛
り
込
ん
だ
。

議
員　

医
療
資
源
に
は
限
り
が
あ
り

感
染
者
数
を
減
ら
す
努
力
が
求
め
ら

れ
る
。
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
防
止

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

変
異
株
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た

め
、
国
立
感
染
症
研
究
所
と
も
連
携

し
て
積
極
的
な
検
査
に
取
り
組
む
。
予

防
接
種
の
実
施
主
体
と
な
る
市
町
村

へ
は
相
談
対
応
な
ど
で
支
援
す
る
。
医

師
や
看
護
師
の
確
保
が
困
難
と
な
る

場
合
に
備
え
て
医
師
会
な
ど
に
協
力

を
依
頼
し
て
い
る
。
県
民
が
接
種
の

判
断
を
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

媒
体
に
よ
り
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

議
員　

児
童
虐
待
が
増
加
し
、
児
童

相
談
所
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

市
町
村
で
の
専
門
性
確
保
に
向
け
た

支
援
策
の
充
実
強
化
も
重
要
で
あ
る
。

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

児
童
福
祉
司
、
児
童
心
理
司

の
増
員
を
計
画
的
に
進
め
る
。
市
町

村
設
置
の
「
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
」
に
児
童
相
談
所
も
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
の
関
係
機
関
と
の

連
携
・
協
力
体
制
を
深
化
さ
せ
る
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、国
で
全
国
統
一
ツ
ー

ル
を
開
発
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
提

供
開
始
の
際
は
積
極
的
に
活
用
す
る
。

議
員　

教
育
現
場
は
教
職
員
の
熱
意

と
献
身
的
な
努
力
で
支
え
ら
れ
て
い

る
。
教
員
志
願
者
の
確
保
と
働
き
方

改
革
、
教
科
担
任
制
の
導
入
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

働
き
方
改
革
は
、
実
証
研

究
で
専
科
指
導
教
員
の
活
用
な
ど
を

進
め
て
お
り
、
今
後
取
り
組
み
の
成

果
を
全
学
校
に
導
入
す
る
。
志
願
者

確
保
は
、
試
験
会
場
を
東
京
、
名
古

屋
、
仙
台
に
設
置
し
他
県
と
併
願
可

能
な
日
程
で
行
う
。
教
科
担
任
制
は

全
国
に
先
駆
け
、
来
年
度
、
県
内
の

全
公
立
小
学
校
高
学
年
に
配
置
す
る
。

（
ほ
か
に
、
県
総
合
計
画
の
進
捗
、

新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備

な
ど
も
質
問
）

議
員　

県
内
全
域
で
、
県
民
全
員
が

速
や
か
に
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

県
が
調
整
役
を
担
う
な
ど
広
域
的
な

対
応
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
副
反

応
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

県
民
か
ら
の
相
談
窓
口
の
整
備
も
求

め
ら
れ
る
が
、
取
り
組
み
は
。

知
事　

県
で
は
専
任
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
の
構
築
に
当
た
っ
て

い
る
。
ま
た
、
相
談
窓
口
と
し
て

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
ほ

か
、
来
月
か
ら
各
地
に
連
携
医
療
機

関
を
置
き
、
副
反
応
に
係
る
診
療
相

談
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

医
療
提
供
体
制
の
確
保
が
最

優
先
の
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
自

宅
で
の
療
養
体
制
も
重
要
で
あ
る
。
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
自
宅
療
養

者
全
員
に
配
布
し
、
重
症
化
に
至
る

前
に
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
で
は
自
宅
療
養
者
に
係
る

健
康
観
察
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
一
日

二
回
の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
は
、

今
般
自
宅
療
養
者
に
行
き
届
く
分
を

購
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、

貸
出
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
。

議
員　

公
立
小
学
校
に
お
け
る
少
人

数
学
級
と
教
科
担
任
制
の
導
入
に
よ

り
、
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
が

期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
、
教
員
の
質

と
量
を
確
保
す
る
の
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

来
年
度
、
全
国
に
先
駆
け
、

県
内
全
て
の
小
学
校
高
学
年
に
専
科

指
導
教
員
を
配
置
す
る
。
ま
た
、
教

員
選
考
試
験
を
他
県
と
併
願
可
能
な

日
程
に
改
め
、
県
外
に
も
試
験
会
場

を
設
け
る
ほ
か
、
試
験
科
目
を
見
直

す
な
ど
し
て
、
教
員
の
質
と
量
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

水
戸
や
友
部
な
ど
老
朽
化
し

た
校
舎
へ
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
も
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

老
朽
化
し
た
校
舎
は
、
建

築
年
度
が
古
い
学
校
か
ら
改
修
を
進

め
て
い
く
。
水
戸
特
別
支
援
学
校
な

ど
も
、
空
調
設
備
設
置
や
ト
イ
レ
改

修
な
ど
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
現
在
、

有
識
者
な
ど
の
意
見
を
聴
取
し
な
が

ら
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方

を
検
討
し
て
お
り
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー

ド
両
面
を
充
実
さ
せ
、
特
別
支
援
教

育
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

（
ほ
か
に
、
水
害
に
対
す
る
河
川
の

流
域
全
体
で
被
害
を
軽
減
す
る
治
水

対
策
、
障
が
い
者
の
福
祉
的
就
労
の

充
実
な
ど
も
質
問
）

齋藤　英彰 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出  

一括方式

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水戸市・城里町選出 

一括方式

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

体
制
と
取
り
組
み

医
療
提
供
体
制
と
療
養
環
境
の
整
備

少
人
数
学
級
と
教
科
担
任
制
の
導
入

特
別
支
援
教
育
の
総
合
的
な
推
進

県
の
当
初
予
算
編
成
の
考
え
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応

児
童
虐
待
の
防
止

教
育
の
質
の
向
上

　

令
和
二
年
度
予
算
の
各
種
執
行
残
に
加
え
、
国
に
よ
る
予
算
補
正
に
関
連

し
た
補
正
、
そ
れ
以
外
の
、
営
業
時
間
短
縮
要
請
等
関
連
事
業
者
へ
の
支
援

一
時
金
な
ど
を
計
上
し
た
令
和
二
年
度
二
月（
最
終
）補
正
予
算
案
、
さ
ら
に

は
、
二
月
に
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
計
上
し
た
補

正
予
算
案
の
追
加
提
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
歳
入
歳
出
の

補
正
を
差
し
引
い
て
約
十
三
億
六
千
四
百
万
円
の
増
）

補
正
の
主
な
内
容

（
歳
入
）

・
県
税
（
法
人
事
業
税
の
減
な
ど
）　

八
十
九
億
二
千
三
百
万
円
の
減

・
地
方
譲
与
税
（
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
の
減
な
ど
）

六
十
二
億
三
千
四
百
万
円
の
減

・
国
庫
支
出
金
（
国
の
予
算
補
正
へ
の
対
応
に
伴
う
増
な
ど
）

二
百
十
七
億
二
千
六
百
万
円

・
県
債
（
国
の
予
算
補
正
へ
の
対
応
に
伴
う
増
な
ど
）
三
百
九
十
億
三
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

（
歳
出
）

①
国
の
補
正
関
連
分
の
事
業

・
緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
や
橋
の
老
朽
化
対
策
な
ど

二
百
八
十
四
億
五
千
二
百
万
円

・
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
原
資
・
債
権
管
理
に
係
る
事
務
費
へ
の
補
助

　

百
九
億
千
七
百
万
円　

な
ど

②
国
の
補
正
関
連
分
以
外
の
事
業

・
営
業
時
間
短
縮
要
請
な
ど
で
影
響
を
受
け
た
事
業
者
へ
の
一
時
金
の
支
給

二
十
一
億
七
千
四
百
万
円

・
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫
対
策
な
ど
に
係
る
経
費　

十
一
億
千
二
百
万
円　

な
ど

　

県
議
会
で
は
、
山
積
す
る
諸
課
題

に
対
し
、
県
民
目
線
に
立
っ
て
解
決

策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
試
み
と
し
て

「
県
民
と
の
青
空
対
話
議
会
」
を
開

催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
県
民
の

方
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
行
政
に
望
む
こ
と
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
社
会
な
ど
に
つ
い
て
忌
憚
の

な
い
意
見
交
換
を
行
い
、
議
会
に
お

け
る
委
員
会
な
ど
で
の
審
議
に
生
か

し
て
い
く
予
定
で
す
。

令
和
二
年
度
二
月︵
最
終
︶補
正
予
算
案
が
全
会
一
致
で
可
決

県
議
会
「
県
民
と
の
青
空
対
話
議
会
」
を
開
催
し
ま
す

専科指導教員活用による授業の様子

命を守るパルスオキシメーター

茨城県議会議事堂（茨城県庁舎東側）


